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Ȅᑔ௑Ȼ୫ᑩȅ

　イスラエルの人々は約束の地に向けて歩みだし

た。その旅は、彼らを導き、必要を満たしてくだ

さる主の御力を体験する機会でもあった。15章

22～26節には、主が苦いକを۫いକに変えられ

た奇跡が記されている。その後、彼らはエリムと

いう名のオアシスにたどりついたが、そこには

十二の泉と্十本のなつめやしが࿆っていた。彼

らはそこに宿営した（15:27）。主は自然の恵みを

もって彼らを養われた。

Ȅ෢Ɂ˪ࢲȻᇘɁጙశȅ（16:1Ƚ12）

　イスラエルの共同体全体は旅を続け荒野に入っ

た。エジプトを出てからちょうど一カ月が経過し

ていた（1）。それまでは、エジプトの地からࠈえ

てきた૙べ物や自然の恵みがあった。しかし、そ

れが底をついたとき、彼らは主のみわざを思い出

すことなく、荒野でܶえ死にするぐらいなら、十

分な૙物があったエジプトで死んだ方がましだっ

た、とモーセとアロンに不平を言った。彼らは、

彼らを養うことのできる全能の神を信じなかっ

た。しかし、彼らの不信仰にもかかわらず、主は、

天からパンを降らせる、とモーセを通して約束さ

れた。これには二つの目的があった。ひとつは「わ

たしは、彼らがわたしの指示どおりにするかどう

かを試す」（4）、と言われたように、御言葉に対

する民の従順さを試すためだった。もうひとつは、

「あなたたちはတ༥れにはරを૙べ、朝にはパン

を૙べて満ໜする。あなたたちはこうして、わた

しがあなたたちの神、主であることを知るように

なるためである」（12）、と言われたように、主は

この奇跡を通して、主こそ彼らの神であることを

民に知らせようとなさったのである。主はご自分

の民が困難に直面することをݺされるが、それに

よって彼らが主の御力を体験し、それを通して主

が彼らの神であることを、深く知ることを望まれ

たのである。

〈天からのマナ〉（16:13Ƚ36）

　主が約束されたように、တ方にはうずらが๲ん

できた（民数11:31を参ચ）。朝には、のちに彼

らがマナと名付けたもの（31）が彼らの૙物とし

て与えられた。それは、ถくて壊れやすく（14）、

૗はコエンドロの種にযて白く、ྠの入ったウェ

ファースのような味がした（31）。民はそれを集め、

ֽで໮にひくか、หですりつぶし、ණで১てم子

にした。それは、こくのあるクリームのような味

がした（民数11:8）。主は彼らに、毎朝一人当た

り一オメル（約2.3リットル）を家族の数に応じ

て集めるように命じられた。

　マナが自然のॲ物であるか、あるいは主が与え

られた特別な賜物であるかについては議論があ

る。しかし、それが自然のॲ物であろうと、主が

民のために特別備えてくださった૙物だったこと

にかわりはない。なぜなら、それが四十年もの間、

多くの民を養うに十分であったこと、通常、翌朝

にはಖがついてਡくなったが（20）、安息日の前

日に集めたものは翌日になってもਡくならなかっ

たこと（24）、また彼らが約束の地カナンに入り、

その地のॲ物を૙べることができるようになった

とき、マナが止んだこと（ヨシュア5:12）などは、

このことが神の୫理によることをၔ付けている。

主はイスラエルの民の旅Ⴙの間、マナをもって彼

らを養い通した。

　マナは毎朝集める必要があった。何人かはモー

セに聞き従わず翌朝まで取っておいたが、ਡく

なった。またモーセは、჋日目には二日分を集め

るよう命じた。それは、্日目の主の安息日をݝ

むためだったが、そのときにはਡくならなかった。

後に主は、民の益のために、十戒で安息日を定め

られた。モーセに聞き従わず、安息日に集めよう

とした者たちがいたが、何も見つからなかった。

主は、彼らが主の指示通りにするかどうかを試す、

と言われた。主は、ご自分の民が御言葉に従順で

あることを求められる。	 （後藤公子）

	 10月1日	 天からのパン	 聖書黙想

	 テキスト	 出エジプト記	16章
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　エジプト軍から逃れたイスラエルの人たちは、

主なる神さまに導かれて、シナイ半島の荒れ野に

分け入りました。さて、エジプト軍が海のକの中

でおぼれてしまうという、たいへん大きな出来事

を見せられて、イスラエルの人たちは、主なる神

さまに信頼して、荒れ野の旅を始めることができ

たでしょうか。いいえ、イスラエルの人たちは、

神さまに信頼していることができず、たちまち不

平不満を言い始めたのです。

　そのきっかけは、૙べ物がないことでした。み

んなも、૙べ物がないとつらいですね。おなかが

すいて、૙べ物がないと、いらいらしてきます。

イスラエルの人たちも、おなかがすいていらいら

して、そして、荒れ野でどうやって૙べ物を手に

入れるのか、不安にもなったのでしょう。イスラ

エルの人たちは言いました。「こんなところでܶ

えて死ぬならば、エジプトの国で死んだほうがま

しだった。エジプトでは、奴隷ではあったけれど

も、おなかいっぱい૙べることができた。૙べ物

のことで心配することはなかったのに」。

　けれども、荒れ野の旅をするのですから、イス

ラエルの人たちも、最初から、૙べ物には不自由

すると分かっていたでしょう。ですから、૙べ物

がないというだけでなく、まだ神さまをそこまで

信頼することができていなかったということで

しょう。不信仰だったのです。

　その不信仰にもかかわらず、神さまはႫれみ深

いお方でした。主なる神さまは、モーセをとおし

てイスラエルの人たちにおっし͝いました。「見

よ、わたしはあなたたちのために、天からパンを

降らせる。民は出て行って、毎日必要な分だけ集

める。わたしは、彼らがわたしの指示どおりにす

るかどうかを試す。ただし、჋日目に家に持ち帰っ

たものを整えれば、毎日集める分の二෼になって

いる」。神さまは、イスラエルの人たちに、マナ

と呼ばれる૙べ物を与えてくださいました。明け

方、宿営の周りにႺが降り、そのႺが૊発すると、

地表をໞうように、ถくて壊れやすい白いものが

残っています。ྠの入ったウェファースのような

味がする૙べ物であり、それがマナでした。

　神さまは、マナを毎日与えてくださいました。

イスラエルの人たちは、毎日、朝早く、外に出て、

そのマナを集めました。集めてはかってみると、

一人一オメルずつ、家族ごとに必要な分がありま

した。多すぎることもなく、少なすぎることもな

	 10月1日	 天からのパン	 説教展開例

	 テキスト	 	 出エジプト記	16章

	 参ચカテキズム	 子どもカテキズム	問69-70-71-49

ȐԨЫɁɀɜȗȑ

　天からのマナの出来事は、律法授与の出来事と重なっている。ただර体のၺを与えるだけでなく、霊

的なၺによって日ごとに養われること、また、্日目の安息が不可欠であることが指し示されている。

御言葉によって霊的に養われてこそ、神の民として、神に導かれ、信仰を養われて生きることができる。

マナは、そのことを教える実物教育であったと言えるだろう。その点で、今日のわたしたちに与えられ

ている、御言葉の説教と聖ॹの礼ങとの関係にযている。説教も聖ॹも共に主イエス・キリストを指し

示す。そして、聖ॹは目に見える御言葉である。説教で示される神の恵みを目に見える仕方でしるしづ

け、保証しているが、同時に、見えない神の御言葉を不可欠としている。子どもたちには、マナによっ

てර体が養われるように、神の御言葉によって霊的に養われることの大切さをはっきりと教えたい。な

お、ճ੹聖句として申命記を挙げたが、ヨハネ福音書6章51節でもよいであろう。

「天からのパンによって生きる」
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く、ちょうどよいၾが与えられました。また、毎

日、日ごとに与えられ、その日の分を次の日に残

しておくと、ಖがついたりແったりして、૙べる

ことができませんでした。さらに、჋日目に集め

てはかってみると、ちょうど二日分与えられてい

ました。჋日目に二日分与えられて、্日目の朝

はマナは与えられませんでした。イスラエルの人

は、্日目の朝、外に出て探してみましたが、マ

ナを見つけることはできませんでした。

　このマナは、イスラエルの人たちの૙べ物であ

り、空ໜを満たすものでした。そして、それだけ

ではありません。イスラエルの人たちに、御言葉

にಶくことによって神さまに養われることを教え

ています。神さまは、とてもていねいに、ご自身

の御言葉をもってマナの集め方を教えられ、্日

目にはݝむことまで教えられました。イスラエル

の人たちは、このマナをとおして、神さまの御言

葉に養われることを学びました。

　神さまは、申命記で、こうおっし͝いました。「主

はあなたを苦しめ、ܶえさせ、あなたも先ரも味

わったことのないマナを૙べさせられた。人はパ

ンだけで生きるのではなく、人は主の口から出る

すべての言葉によって生きることをあなたに知ら

せるためであった」（申命記8:3）。このマナの出

来事ののち、イスラエルの民は、神さまから十戒

の御言葉を与えられました。その神さまの御言葉

にಶき従わなければならない、それに先だって、

日ごとに神さまに養われることを教えられまし

た。すなわち、ර体のことだけではなく、霊的に

も、日ごとに神さまに養われるべきなのです。天

からのパンであるマナは、この意味で、神さまの

御言葉に養われることを指し示すしるしでした。

イスラエルの人たちは、エジプトから導き出され、

神の民とされたのであって、神さまの御言葉にಶ

き従う生活を始めます。御言葉にಶき従って歩む

ときに、人は、神さまに信頼して、神さまに導か

れて歩むことができるのです。

　わたしたちのために十字架につけられ、復活し

てくださったイエスさまは、こうおっし͝いまし

た。「わたしは、天から降って来た生きたパンで

ある。このパンを૙べるならば、その人は永遠に

生きる」（ヨハネ福音書6:51）。このイエスさま

が来てくださって、今や、十字架と復活のイエス

さまが天からの命のパンです。わたしたちが生き

るためには、この霊的なၺ、イエスさまの御言葉

こそが必要です。イエスさまの御言葉に養われて、

わたしたちは、神の民として、神さまに導かれて

歩むことができます。

　イスラエルの人たちが、日ごとにマナによって

養われたように、今のわたしたちも、天からの命

のパンであるイエスさまの御言葉によって養われ

ます。一日一日、その日ごとに、聖書の御言葉を

読み、祈りをささげましょう。とくに、朝早くマ

ナを集めたように、朝起きてすぐに御言葉をಶき、

祈ることができるならば、その一日、神さまの祝

福が豊かでしょう。そして、神さまの祝福は、日

ごとにわたしたちに十分であることを知りましょ

う。神さまは、一日に必要な分だけマナを与えて

養ってくださいました。次の日のためにマナを

取っておいても、それは無ఖになってしまいまし

た。そのように、わたしたちも、次の日のことを

思い悩むのではなく、むしろ神さまに期待して、

神さまに祈り求めることが大切です。

　また、্日目には二日分与えられました。それ

は礼拝するためです。今、わたしたちは、週の最

初の日に教会に集まります。お友だちと一緒に神

さまの御言葉を聞き、礼拝をささげます。礼拝を

とおして神さまと出会うことへと導かれます。

　わたしたちには、このような命のၺが必要です。

神さまの御言葉のၺに養われ、イエスさまの御声

にಶき従って、神の民として歩み続けることがで

きます。わたしたちには、そのために、天からの

命のパンが与えられています。何と感謝なことで

しょうか。	 （望月　信）

	Ȭ今週のճ੹聖句ȭ	 申命記	8章3節（一部）

人はパンだけで生きるのではなく、人は主の口から出るすべての言葉によって生きる。
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	 10月1日	 天からのパン	 幼稚科

Ȅɀɜȗȅ

　神さまが私たちの必要を満たし養ってくださる

こと、また、体の૙べ物だけでなく、御言葉によっ

て養われることの必要を覚える。

Ȅࠕᩒ΍ȅ

　みんなに質問です。お空から降ってくるものと

いったら、何が思い຾かびますかȉ

　ַ。そうだね。ୱ。そう、ൃにはきれいなୱが

降りますね。他にはȉ	光。すごい！	よく気がつ

いたね。明るくてあったかいఊုの光。

　きょうのおはなしの中にも、天から降ってきた

ものがでてきたよね。そう、なんと、お空からパ

ンが降ってきたんだって！	びっくりしたよねȉ

　奴隷として働かされていたエジプトから、神さ

まはイスラエルの人たちを救い出してくださいま

した。でもイスラエルの人たちはね、૙べ物もな

んにもない荒れ野に入ったときに、とってもおな

かが空いてしまって、神さまに不平、文句を言い

始めたんです。「こんなところでおなかが空いて

死んでしまうなら、エジプトにいたほうがよかっ

た！」

　それをお聞きになった神さまは、ീってしまわ

れたかなȉ「お前たちのことなんかもう知らな

い！」と、お見捨てになったかなȉ

　そうじ͝ないね。神さまはおっし͝いました。

「わたしはあなたたちのために、天からパンを降

らせる」

　たしかに荒れ野を見わたしても、૙べるものが

なんにもなかったかもしれない。でもイスラエル

の人たちは天を見上げることを忘れていたんだ

ね。私たちが生きるのに必要なごはんを与えてく

ださるのは、天にいらっし͝る神さまなんだね。

　神さまはみ言葉通り、毎朝パンを与えてくださ

いました。朝起きてテントを出たら、荒れ野いち

めんを白いマナがໞっていたんだって。それでイ

スラエルの人たちはどうしただろうȉ「わーい！	

やったー！」と叫びながら、めいめい自分のࢡき

なだけとればよかったのかなȉ

　ちがったよね。み言葉をしっかりಶいて、神さ

まのおっし͝った通りにパンを集めたんだね。毎

日決められた分だけ、きっちり。্日目は安息日

だから、その日ち͝んとݝむために、჋日目には

二日分。み言葉をち͝んとಶかなかった人は্日

目にパンを取りに出たんだけど、その日はなんに

も見つからなくて困ってしまいました。

　イエスさまは、人はパンだけでなくて、神さま

のみ言葉によって生きる、と教えてくださいまし

た。だからわたしたちも、神さまのみ言葉をち͝

んとಶくことを大切にします。わたしたちを養っ

てくださる神さまのみことばをち͝んとಶくこ

と、それを忘れないでいようね。

Ȅȝᇏɝȅ

　天の父なる神さま、いつもわたしたちにごはん

を与えてくださってありがとうございます。聖書

を読めること、こうして教会でみ言葉をಶけるこ

とをありがとうございます。いつもしっかりみ言

葉をಶいて、それに従えるようにしてください。

イエスさまのお名前によってお祈りいたします。

アーメン。
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	 10月1日	 天からのパン	 小学科下級

Ȅɀɜȗȅ

　私たちは、神様のお言葉によって、目に見えな

い魂が豊かに養われる。

ȄɂȫɔȾȅ

　分級の奉仕は、子どもの信仰教育ために神様に

用いて頂く愛の働きです。ここに集う全ての子ど

もに、神様の愛が伝えられ、愛してくださる神様

がどういうお方なのか、ますます知ることができ

るよう、今日の分級も主が祝福してくださるよう

祈りましょう。

Ȅॅ᜘ᕹȾᐱȠɑȪɚșȅ

ӱイスラエルの人々は、モーセとアロンにどんな

不満を言いましたか。（3節）

Ӳ神様はモーセに何を約束されましたか。（4節）

ӳ神様が与えてくださった天からのパンを何と言

いましたか。（31節）

Ȅࠕᩒ΍ȅ

　私は今、この右手に何かを持っています (クッ

キーでもパンでもいいです )。今はこのハンカチ

でカバーしているので、みなさんには分かりませ

ん。何でしょうȉ　何があると思いますかȉ

　（カバーを取る）「これは一体何でしょうȉ」今、

これを見て、みなさんも「これは何だろうȉこれ

なあにȉ」と言いました。さてさて、今日読んだ

聖書にも同じ言葉が出てきましたね。15節「こ

れは一体何だろう」。イスラエルの人々は、何を

見て、これは一体何だろうȉ	と言いあったので

しょうȉ	聖書にはち͝んと、その理由が書いて

いましたね。

　イスラエルの人々は、神様に助けられて、エジ

プトを౎出しました。エジプト軍が追いかけてき

ても、神様が助けてくださって、海を渡ることが

出来て、逃げることができました。どんな時も神

様が助けてくださることを体験して、その都度、

神様は素晴らしいと喜んでいたのに、またまた、

その喜びがકえて、不満ばっかり口にするように

なりました。

　「おໜがすいた̛、こんな事だったらエジプト

にいたほうが良かった！	私たちをफ़すつもりな

のか！」とぶつぶつモーセさんとアロンさんに言

い始めたのです。ついこの間、神様に助けていた

だいたのに、神様に信頼することをもう忘れてし

まったのです。

　それを知った神様はその願いを聞いてください

ました。神様はモーセに「あなたがたのために天

からパンを降らせよう」と言われました。朝早く

目を覚ますと、地面に白いถいパンのようなもの

が一෵落ちていました。「これは一体何だろう」。

みんなは言いました。モーセは「これは神様が用

意してくださった૙べ物です。今日一日分だけ集

めなさい。余分に集めるとແってしまいます」と

言いました。みんなは喜んで集めました。それを

マナと呼びました。

　毎朝毎朝、朝起きるとこのマナを集めることが

できたので、おໜがすいた̛と不満を言う必要は

なくなりました。჋日目は二日分集めて、্日目

はおݝみしました。このマナを通して、イスラエ

ルの人々は神様の御言葉に養われることを教えら

れました。

　「これは一体何だろうȉ」今、私たちは、神様

から、いのちの御言葉が与えられています。毎朝

毎朝、期待と信頼を持って、この神様のいのちの

御言葉をいただくことが、私たちが神様の子ども

として成長する大事なことです。

Ȅȝᇏɝȅ

　神様、私たちは小さな子どもですが、神様を知

る心は、どんどん大きく成長できますように。神

様のお言葉をありがとうございます。アーメン。
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	 10月1日	 天からのパン	 小学科上級

Ȅɀɜȗȅ

	わたしたちには、ご๑やおやつや֩み物が必要

なように、いのちのၺ（神さまのことば）が必要

だということを、子どもたちと共に教師も今朝、

御前にひざまずいて教えられたい。

Ȅʹ˂ɹȅ

Ⱥ3節Ȼ　イスラエルの人々はモーセとアロンに不

平を言いました。どうしてかなȉ

　（	 ）

Ⱥ4節Ȼ　そこで神さまはモーセに「天からパンを

降らせる。」と言われ、また彼らを「試す」とおっ

し͝いました。

　何をテストされるのかなȉ

　（	 ）

Ⱥ13・15節Ȼ　တ方になるとɠɠɠが๲んできて

人々はරを૙べることができた。朝にはɠɠが

降りてきて૙べることができた。

Ⱥ18・20節Ȼ　テストに合格したのはどちらの人

だと思いますかȉ

　˝「多く集めた者も余ることなく、少なく集め

た者も足りないことなく、必要な分を集め

た。」（18節）

　 「˞何人かはその一部を翌朝まで残しておいた。

ಖが付いてਡくなった」（20節）

Ⱥ22・23節Ȼ　安息日の前日は、パンを特別に何

日分集めてもよかったでしょう。ɠ日分。なぜ

ですかȉ

　˝：なまけるため

　˞：礼拝するため

Ⱥ31節Ȼ　イスラエルの人々はそのパンを何と呼

びましたかȉ

　ɠɠ

Ⱥ35節Ȼ　イスラエルの人々はそれをどのくらい

の間૙べたのですかȉ

　ɠɠ年

Ⱥ決心Ȼ　私たちにも、神さまからのいのちのパン

を与えられています。朝早くマナを集めたイス

ラエルの人たちのように、私たちは朝早く起き

て何をするべきでしょうかȉ

　（	 ）

Ȅᇏɝȅ

　私たちに毎日必要なものを与えてくださる神さ

ま。あなたの尊いお名前を賛美します。私たちは

おなかがすいたり明日のことで心配なことがあっ

たりすると、すぐに文句を言ってしまいます。で

も神さまは一日に必要な分だけマナをくださった

ことを勉強しました。明日のことを心配するので

はなく、きっと神さまが私を養ってくださると信

じて歩み続けることができますように。あなたに

おゆだねします。

Ȅኌț（΍）ȅ

Ⱥ3節Ȼ

　おなかがすいたから、明日のことが心配になっ

たから、奴隷でいたほうがよかったと思ったか

ら、など

Ⱥ4節Ȼ

　神様の言うことをキチンと聞けるかどうか。心

配になって必要以上にとってしまったりしない

か、など

Ⱥ13・15節Ȼ　うずら　マナ（パン）

Ⱥ18・20節Ȼ　˝　

Ⱥ22・23節Ȼ　2日分　˞

Ⱥ31節Ȼ　マナ

Ⱥ35節Ȼ　40

Ⱥ決心Ȼ

　ここは自由に。「みことばを聞く、聖書を読む」

といった答えでもよいが、それにࡥ執するもの

ではない。



─ �� ─

	 10月1日	 バベルのേ	 中学科

Ȅɀɜȗȅ

　神様は、愛する者達の必要を満たして成長させ

られる方であることに感謝する。

Ȅࠕᩒ΍ȅ

ӱ今日は不満をもらす子どものようなイスラエル

の人達に、神様が恵みを与えて成長させてくだ

さったお話し。不満とは何だったかȉそれは空

ໜ。「ໜが減った！	๑がない！	神様に従って

ܶえ死にするくらいなら、神様を知らないエジ

プト人達とໜいっぱいですごすほうがましだっ

た」イスラエルの人達は、荒れ野を通って神様

の約束の地を目指す旅の中で、「あれがない！	

これがない！」と不満をもらす。

˭ȅ皆も神様が約束された天国へ向かう人生の旅

を歩んでいる。そんな中で「あれがない。これ

がない。神様を大切にする生活をしていたら、

欲しいモノが手に入らない！」こんな思いを抱

くことはないかȉ	学校の成績、部活のεジショ

ン、Ⴊ人との時間、友達との時間、「これが無かっ

たら自分の人生は台無しだ！」血気େんな中学

生なら、૗々と欲しいモノがあって当然だ。

Ӳ今日の箇所でイスラエルの人達が欲しがったモ

ノは「૙べ物」。神様はその必要を満たしてく

れた。૙べ物というのは生きるために本当に必

要なモノ。神様と言う方は、みんなが神様と一

緒に生きていくのに必要なモノを与えてくださ

る、そういう御方である。ただ、今回、神様は

イスラエルの必要な「毎日のパン」をεーンと

手渡したわけではない。今回、神様がイスラエ

ルに与えたパンには特別なネライがあった。

ӳそれは「神様の語る言葉に従うことで、人生は

守られるのだ」とイスラエルが知ること。だか

ら、神様はパンをもらうための૗々なルールを

設定された。単純に欲しい者を与えて૙いつな

ぐだけの生活ではなく、神様の思いに従うこと

で、必要が満たされていく、そういう生活を神

様は与えられた。神様が与えられたのは、体が

必要とするモノだけではない。「神様に従えば

すべて大સ夫！」という人間にとって一番必要

な心、神様を信じる心を神様は与えられた。神

様を信じて生きることが、まだまだ初心者で子

みたいなイスラエルの人達を神様は大人な信ރ

仰者へと育ててくれる。それは「神様の言葉に

従う毎日」の中で෽われていく。

Ӵ君達も大人になる旅の途中にいる。「あれがな

い！	これがない！」君達は毎日に足りないも

のを数え上げるかもしれない。「ǲǲを得るた

めには神様に従ってなんかいられない！」こん

なことを思うかもしれない。だが、神様を無視

して手に入れるモノなんていうのは必ず最後に

は手元から無くなる。生きている間に失う人も

いれば、死んですべてを失くす人もいる。欲し

いモノがあること自体は悪くない。成績や交友

関係は君達にとって生きるか死ぬかの大問題

だ。しかし、大事なのは神様に従うことによっ

て、それらを手に入れること。神様は君が生き

るのに何が必要か、学校の先生以上に、君の親

以上に完ᝈにわかっている。そして、君達が生

きるのに必要なすべてのことは神様の言葉であ

る聖書の中にある。神様の言葉に従うことで子

から大人へと育てられていく、君達にそんなރ

毎日が与えられることを願い祈りたい。

Ȅᇏɝȅ

　私達の必要を知っておられる神様。欲しいモノ

は૗々とありますが、神様に従う中で本当に必要

なモノが満たされますように。アーメン。


